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豊島区地域包括支援センター運営方針（概要版） 

 

豊島区高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業計画（以下、「計画」）に基づき、高齢者

総合相談センター（以下、「センター」）の運営方針を明確にし、センターの業務を円滑

に効率的に実施するために策定する。 

計画で定めた施策体系のうち、センターが取り組む特に力を入れる事業の概要は以下

の通り。 

 

  

・住民主体の通いの場での活動を支援する。 

・介護予防に資する総合事業の利用を勧奨する。 

 

 

・年に１回の熱中症予防訪問、３年に１回の生活実態訪問調査を実施継続する。 

・高齢者の呼びかけ事業の結果を踏まえ高齢者の実態把握を行う。 

・支援対象者を抽出し、関係機関と連携しながら見守り等の必要な支援に繋げる。 

 

 

・専門職部会により、問題解決能力の向上と専門職間の情報共有を図る。 

・区民ひろばへの出張相談の開始、センターの夜間休日相談体制の拡大により、 

相談体制を充実させる。 

・介護者支援として、介護離職防止に向けた講演会等を実施する。 

・オンラインなどを活用した多様な方法によりセンター周知を行う。 

・効果的な介護予防ケアマネジメントにより、高齢者自身が地域における自立した 

日常生活を送る支援を推進する。 

・高齢者が地域の中で生きがいや役割を持って生活することを目指す。 

 

 

・認知症サポーターの養成等の取組みに努める。 

・認知症の相談窓口としての高齢者総合相談センターの認知度の向上に努める。 

・認知症の人を介護する家族の負担を軽減するための取組みを推進する。 
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豊島区地域包括支援センター運営方針（案） 

 

令和３年 月 日  

保健福祉部高齢者福祉課長決定 

 

 

Ⅰ 運営方針策定の趣旨 

 

「豊島区地域包括支援センターの運営方針」は、豊島区高齢者福祉計画・第 8

期介護保険事業計画に基づき、地域包括支援センター（以下、「センター」とい

う。）の運営方針を明確にし、センター業務を円滑に効率的に実施するために策

定する。 

令和 2年 6月、「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する

法律」が制定され、2040 年を見据えて、地域共生社会の実現を図るため、介護

保険制度の改正が行われた。 

豊島区はこれまでの取り組みを発展させるとともに、豊島区の地域特性に応

じた認知症施策や介護サービス提供体制等の整備を進め、高齢者が尊厳を持っ

てその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むという介護保険制度の理念

を踏まえ、「地域包括ケア計画」として「高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業

計画」を策定し、地域包括ケアシステムを深化、推進する。 

 

 

Ⅱ 地域包括支援センターの意義・目的 

 

１ センターは、地域住民が住み慣れた地域で尊厳ある生活を継続することが

できるように、心身の健康保持及び生活の安定のための必要な援助を行うこ

とを業務とする。 

２ センターは地域の高齢者の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援

する中核的機関として設置する。 

３ センターの設置責任主体は豊島区であることから、豊島区は、センターの設

置目的を達成するための体制整備等に努め、その運営に適切に関与する。 

４ 豊島区が設置する地域包括支援センター運営協議会は、センターの運営に

関する事項について、承認や協議、評価する機関としての役割を発揮すること

により、適切・公平かつ中立的なセンターの運営を確保する。 
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Ⅲ 考え方や理念 

 

センターは、以下のような基本的な視点に立脚した運営を行う。 

 

１ 公益性の視点 

センターは、区の介護・福祉行政の一翼を担う「公共的」な機関として中立

性の高い事業運営を行う。 

 

２ 地域性の視点 

（１）センターは、地域の介護・福祉サービスの提供体制を支える中核的な機関

であるため、地域特性や実情を踏まえた適切かつ柔軟な事業運営を行う。 

（２）センターは、介護サービス、医療サービス、ボランティア活動、近隣同士

の助け合いまで、地域の社会資源と連携を図ることで、地域の住民や関係団

体、サービス利用者や事業者等の意見を幅広く吸い上げ、地域が抱える課題

を把握し、日々の活動に反映させる。 

 

３ 協働性の視点 

（１）センターの保健師・看護師、社会福祉士、主任介護支援専門員等の専門職 

種が、見守り支援事業担当者と一体となり、それぞれの専門性を生かして連携チ

ームをつくり、職員相互が情報を共有し、理念・方針を理解した上で、連携・協

働の体制を構築し、様々な相談に応ずる「チームアプローチ」を基本とする。 

（２）センターは、地域の中に積極的に入り問題の早期発見に努める。また、地

域の保健医療・介護・福祉の専門職やボランティア・民生児童委員など福祉を支

える様々な関係者と密接な連携を図る。 

 

 

Ⅳ 責務 

 

１ 区の責務 

区は、センターの運営と機能強化のため区直営の基幹型センターを設置し、以

下の後方支援を行う。 

 

（１）地域包括支援センターの現状と課題を把握し、地域包括支援センター間及

び行政との業務の役割分担と連携強化、効果的・効率的な運営体制を構築するた

めの地域包括支援センター間の総合調整の実施。高齢者やその家族に対する相

談体制を整備のほか、認知症施策、在宅医療・介護連携に係る施策、生活支援・
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介護予防サービスの基盤整備の推進等の事業実施者と地域包括支援センターと

の連携体制の構築支援による地域包括支援センターの適切な運営の後方支援。 

（２）地域ケア推進会議及び地域ケア個別会議の実施による連携体制の構築の

後方支援。 

（３）介護支援専門員への支援体制の構築による高齢者の自立支援・重度化防止

等に資するケアマネジメントの機能強化の後方支援。 

 

２ 運営法人の責務 

運営法人は、各センターの地域の実情を踏まえた運営状況を総合的に把握し、安

定した業務の履行と質を高めるために、以下の取り組みを行う。 

 

（１）地域包括支援センター運営方針に基づき各センターが事業計画を作成す

ることに関与し、支援すること。 

（２）運営法人の立場で、センターの運営を後方支援すること。 

 

 

Ⅴ 方針 【高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業計画】 

１ 施策体系 

 豊島区の掲げる基本方針と基本目標を達成し、豊島区がめざす地域包括ケア

の実現に向けて、5つの施策体系がある。 

 

(１)  介護予防・健康づくりの推進 

(２)  生活支援の充実 

(３)  高齢者総合相談センターの機能強化 

(４)  認知症になっても安心して暮らせる地域づくり 

（５） 在宅医療・介護連携の推進 

 

２ 各施策の内容 

下線部は重点事業とする。 

 

施策１介護予防・健康づくりの推進 

１―１介護予防の推進 

（１）フレイル対策の推進 

（２）高齢者の社会参加と住民主体の通いの場の拡大 

（３）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 
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１―２総合事業の推進 

（１）訪問型・通所型サービスの実施 

（２）総合事業基準緩和サービス従事者育成研修 

（３）基本チェックリストの実施促進 

 

施策２生活支援の充実 

２―１在宅生活の支援 

（１）支え合いの仕組みづくり 

（２）日常生活支援サービスの充実 

２―２見守りと支え合いの地域づくり 

（１）地域との協働 ― 緩やかな見守り 

（２）様々な主体による見守り活動の推進 ― 担当による見守り 

（３）見守り支援事業担当による活動 ― 専門的な見守り 

（４）家族等による見守りの支援 

 

施策３高齢者総合相談センターの機能強化 

（１）高齢者総合相談センターの相談支援の充実 

（２）ケアマネジャーの資質向上と育成支援 

（３）地域ケア会議機能の推進 

（４）介護予防活動の支援、介護予防ケアマネジメントの推進 

 

施策４認知症になっても安心して暮らせる地域づくり 

（１）普及啓発・本人発信支援 

（２）予防（認知症への「備え」として） 

（３）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

（４）認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

（５）高齢者の権利擁護 

 

施策５在宅医療・介護連携の推進 

（１）医療・介護従事者を中心とした多職種連携の推進 

（２）在宅医療・介護に関わるスタッフのスキルアップ 

（３）在宅医療に理解ある区民を増やす 

 

 

Ⅵ 重点事業のうち、特に力を入れる事業の概要 
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施策１ 介護予防・健康づくりの推進 

１―１ 介護予防の推進 

（２）高齢者の社会参加と住民主体の通いの場の拡大 

高齢者が介護予防の取組みを行えるよう、住民主体の通いの場での活動を支

援する。 

１―２ 総合事業の推進 

（１）訪問型・通所型サービスの実施 

「機能維持」ではなく機能訓練により「回復」するという総合事業の趣旨を踏

まえ、対象となる高齢者には、介護予防に資する総合事業の利用を勧奨する。 

 

施策２ 生活支援の充実 

 ２－２ 見守りと支え合いの地域づくり 

（３）見守り支援事業担当による活動 ― 専門的な見守り 

年に１回の熱中症予防訪問、３年に１回の生活実態訪問調査を実施継続する。 

また、上記事業と併せて、高齢者の呼びかけ事業の結果を踏まえ高齢者の実態

把握を行うとともに、支援対象者を抽出し、関係機関と連携しながら見守り等の

必要な支援に繋げていく。 

 

施策３ 高齢者総合相談センターの機能強化 

（１） 高齢者総合相談センターの相談支援の充実 

専門職部会の開始により、問題解決能力の向上と専門職間の情報共有を図る。 

区民ひろばへの出張相談の開始、センターの夜間休日相談体制の拡大により、

相談体制を充実させる。 

介護者支援として、介護離職防止に向けた講演会等を実施する。 

町会等への交流を深めるだけでなく、オンラインなどを活用した多様な方法

により世代を問わないセンター周知を行う。 

 

（４）介護予防活動の支援、介護予防ケアマネジメントの推進 

総合事業の趣旨を踏まえ、効果的な介護予防ケアマネジメントにより、高齢者

自身が地域における自立した日常生活を送る支援を推進する。地域ケア会議な

どを活用して、高齢者が地域の中で生きがいや役割を持って生活することを目

指す。 

 

施策４認知症になっても安心して暮らせる地域づくり 

（１）普及啓発・本人発信支援 

認知症の理解促進のために、認知症サポーターの養成等の取組みに努める。ま
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た、認知症の相談窓口としての高齢者総合相談センターの認知度の向上に努め

る。 

（３）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

介護者の会等、認知症の人を介護する家族の負担を軽減するための取組みを

推進する。 

 

 

Ⅶ 運営方針に基づく事業計画の策定 

 

センターは、事業計画を作成し、地域の実情に応じて必要となる重点課題・重

点目標を設定し、各地域のニーズに応じた事業運営に努める。 

事業計画はセンターの基本姿勢を表すものとして策定し、住民に対しても解

り易く広報する。 

 

（１）事業計画について 

別記様式第１号「事業計画表」を毎年度当初に、作成し、提出する。 

当該年度の各「地域包括支援センター目標」・「項目」・「内容・達成基準」につい

て記載し指定月に提出する。 

年度末に「取組と成果」・「次年度の課題」について記載し、「達成度」（ａｂｃ

ｄの 4段階）を自己評価して、年度末に提出する。 

 

（２）自己評価について 

年度末に別記様式第２号「地域包括支援センター業務自己評価表」に記入し、

提出する。自己評価の方法は、豊島区地域包括支援センター運営事業実施要綱、

委託仕様書に記載している業務、「豊島区地域包括支援センターの運営方針」の

実施方法・実施状況を４段階とし、４かなりできている ３ある程度できている  

２あまりできていない １できていない とする。 

 

（３）ヒアリングについて 

区は、ヒアリングを実施し、前年度のセンターの事業計画表、自己評価表の実

績報告、および現年度の事業計画について、センター所長および運営法人の代表

者から説明を受け、その内容を確認することができる。 

 

（４）点検と評価 

センターは事業計画表および自己評価表によって当該年度の自己評価を行い、

センターにおける課題の整理及び改善を図る。また、区は運営協議会にて、事業
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計画および自己評価について報告し、定期的な点検を行いながら、より良いセン

ター運営の質の向上に努める。 

 

２ 職員の姿勢 

センターの業務は、地域に暮らす高齢者が、住み慣れた環境で自分らしい生活

を継続させるための支援であることを念頭に置き、常に当事者に最善の利益を

図るために業務を遂行する。 

 

３ 事業の実施報告 

地域包括支援センター運営協議会において事業計画及び実施について報告し、

センターの適切、公平かつ中立な運営を確保する。 

 

４ 個人情報の保護 

センターは、地域の多くの相談者が利用する機関であり、高齢者等の様々な情

報を得ることになるため、その情報管理は万全を期することが求められる。セン

ターが有する高齢者等の情報が、業務に関係のない目的で使用されたり、不特定

多数の者に漏れたりすることがないように情報管理を徹底するとともに、守秘

義務を厳守する。 

 

５ 広報活動 

センターの業務を適切に実施していくため、また業務への理解と協力を得る

ためにパンフレットや広報紙を利用し、様々な機関への配付等を行うなど、地域

住民及び関係者へ積極的に広報する。 

 

６ 苦情対応 

センター（指定介護予防支援事業所）に対する苦情対応窓口を設置する。 


